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パラノイア，陰謀論，信頼の危機が現代社会を蝕んでいる。パラノイアとは
何か？　不安の原因は何か？　その背後には複雑な感情が存在する。遺伝
子，トラウマ，不眠，心配，自尊心の低さ，大麻の使用，幻聴等に基づい
て，不気味な新型コロナウイルス陰謀論をはじめとする陰謀論に代表される
ように極度の不信感が世界中に広がっている。本書は実用的な本でもあり，
私たち自身の不信感をどのように自覚するかをパラノイアに関する指導的な
心理学者である著者ダニエル・フリーマンは自ら開発した「安心感プログラ
ム（Feeling Safe Programme）」を元に指し示す。

パラノイア
極度の不信と不安への旅

［著］ダニエル・フリーマン　［訳］高橋祥友

定価3,740円

精神科で起こる暴力とは何だろう。その暴力をケアするとは何だろう。本書
は，その暴力が渦巻いている中に身を置いている方，外から暴力を考える
方，精神科とは直接の関係のない哲学の世界から暴力を考える方，当事者，
その家族……などさまざまな立場の方からのご論考を集めている。「暴力」
とは何だろう。ただ，その行為だけを見ているだけでは何も変わらない。そ
れを取り巻く精神医療，社会全体，人間存在そのもの，といった根源的な問
題からの考察が必要不可欠である。その上で，さらに「ケア」とは何か。何
がケアにつながるのか，本書を通して読者一人ひとりに考え続けていただき
たいと願う。

精神科医療における暴力とケア
［編著］下里誠二  木下愛未

定価3,740円

本書の考えは二つの別個の専門的な実践領域を通じて発展した。一つ目の領
域は，著者マリリン・ロレンス自身の精神分析家としての直接的な臨床作業
である。二つ目の領域は，摂食障害の患者を援助する専門部門を運営するス
タッフに向けた学習資料を提供する活動である。本書の視点は精神分析的な
ものである。しかし本書は精神分析家に向けてだけ書かれたものではない。
専門家が自分たちの患者の病気の意味を知るのに役立つ取り組みは，心の健
康に従事する多様な背景を持つ読者の一助になる。

アノレクシアの心
拒食症の白

ホワイトアウト

い闇，精神分析の灯
ともしび

火
［著］マリリン・ロレンス
［訳］北岡征毅　［解題］飛谷 渉
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